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1  は し め に

VA菌根菌には作物の生育を促進し,耐病性を付与する
などの作用のあることが知られており,こ うしたVA菌根
菌の優れた機能を作物生産に活用することができれば,よ

り省資源的かつ生態系調和型の農業を営むことが可能にな

ると期待されている。そこで,最近開発された多孔質VA
菌根菌接種用資材 (出光興産調製)の畑作物に対する接種

効果について検討を加えた。

2試 験 方 法

(0 玉ネギ,長ネギに対する接種効果

1)処理の概要 :接種の有無,土壌の種類 (2種 ),
施肥リン酸 2水準を組み合わせて,玉ネギ,長ネギ幼植物

を栽培した。

2)供試土壌 :腐植質黒ボク土 (盛岡市厨川 :黒ボク
土),灰色低地土 (岩手県石鳥谷町 :沖積土)。 東北農試構

内のコンクリート枠閥場 (ト ウモロコン連作区)よ り肌

3)施肥条件等 :供試土壌と川砂とを容量 2:1の比
率で混合した。肥料として硝安,硫加 ,よ うりんをN―

P206-K,0成 分として100′ 当たり10-10-5(P5区)あ
るいは10-10-20(P20区 )gを ,ま た,石灰を100″ 当た
り100gを ,こ の土壌・砂混合培地へ混和した。

4)栽培方法 :玉ネギ (泉州中高黄),長ネギ (松本
一本深ネギ)を湿潤なろ紙を敷いたペトリ皿で室温条件で

発芽させた。 1週間後に園芸培土へ移植し,グロースキャ

ビネット内で生育させた。草丈が 3～ 5側に達した時点で,

施肥をした土壌・砂混合土を充填した園芸用プランター

(23cll× 1lm)に 18本移植し,ガラス室内で栽培 した。玉

ネギは1991年 5月 2日 にプランターヘ移植し,6月 17日 に

解体調査した。長ネギは,5月 23日 に移植し,7月 8日 に

調査を行った。

5)接種方法 1培土 (土壌・砂混合物)を プランター

に半分はど充填した時点で,接種資材100″ をプランター

に全面に散布し,そ の後,残 りの培土を充填 した。対照

(無接種)区として,接種資材を乾熱滅菌し,同様に施用

したものを設けた。

6)調査 :プランター解体時に,茎葉部と根部を分け
て採取し,新鮮重.乾物重を測定した。根の一部は,染色

後,VA菌根菌感染率を求めた1)。

12)アルファルファに対する接種効果

1)処理の概要 :土壌 4種類に接種の有無を組み合わ
せた (2反復)。

2)圃場 :東北農試構内にある無底コンクリート枠圃
場 (2× 3m)。 枠を波板で仕切り,接種の有無の区を設

けた。

3)接種量 :接種資材133g/ピ (畦15m当 り100g)
を播種溝下約 5mに施用。
4)供試土壌 :①腐植質黒ボク土,岩手県盛岡市 (厨
川黒ボク土),②腐植質黒ボク土,秋田県河辺町 (豊島黒

ボク土),③褐色森林土,福島県福島市松川 (花商岩質■),

④灰色低地土,岩手県石鳥谷町 (沖積」1)。

5)施肥量 :1990年 :石灰 150 kg/10a,基 肥N―
P,05-K20~3-10-10kg/10aを 化成肥料として播種

前に全面に散布混和。追肥N― K20‐ 5-5kg/10aを 8月

30日 に施用。1991年 :N― P206-K,0‐ 3-10-10kg/10

aを .4月 H日 に追肥。
6)播種 :1990年 4月 26日 品種デピュイを 2 kg種子/

10a相 当を条播 (50御幅)。

7)生育調査 :1990年には7月 9日 ,8月 24日 ,10月
12日の 3回 ,1991年には6月 6日 , 7月 12日 , 8月 28日 ,

10月 16日 の4回刈り取りを行い,生草重及び乾草電を測定

した。

3結  果

(1)玉ネギは全般に黒ボク土で生育が良かった。接種資

材の施用によって玉ネギの生育は良好になったが,その効

果は黒ボク土で大きかった。VA菌根菌感染率と茎葉部新

鮮重との関係から,接種により感染率が高まり生育量が良

好になったものと考えられた (図 1)。 長ネギの生育は,

土壌や施肥の違いによつてそれほど大きくはなく,ま た,

VA菌根菌接種資材の施用効果も認め難かった。長ネギで
の感染率は,全体として玉ネギよりも低く,感染率と茎葉

部重の間にはっきりした関係は認められなかった (図 2)。

9)年次別の年間刈り取り乾草重を表 1に示した。初年
日の 1番草では接種区で生育の抑制される傾向が認められ

たが,その後.沖積土及び松川花商岩質土では接種による

著しい生育増進が認められ,2年間の積算乾草重でそれぞ

れ33%及び39%の増加となった。厨川黒ボク土では,初年

目に効果が認められなかったが,2年目には効果が現れ ,
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積算乾草重で21%の増加となった。豊島黒ボク土壌では ,

全く効果が認められなかった。

玉ネギにおけるVA菌根菌感染率と茎葉部新鮮重の
関係 (○対照、●接種区、矢印は接種による効果)

表 1 多孔質VA菌根菌接種資材の施用がアルファル
ファの乾草重に及ぼす影響

土壌 接種の有無
刈り取り乾草重 (g/ぱ )
1990年 1991年

厨川黒ボク土
+ 179

188

豊島黒ボク土
+

花 闇岩 質 土
+ 225

165

1,174

839

沖  積  土
+ 272

181

1,159

892

4考  察

リン酸肥沃度が低く土着VA菌根菌密度の低い土壌にお

けるVA菌根菌接種効果はきわめて高いわ。しかし,土着
VA菌根菌密度の高い土壌における接種効果ははっきりと

現れないことが多い。しかし,多量の接種資材を施用した

本試験の結果から,土着VA菌根菌密度の高い土壌におい

ても,条件によってはVA菌根菌接種資材の施用効果の現
れることが明らかとなった。しかし,同 じネギ類であって

も接種資材に対する効果は異なっており,ま た,土壌や施

肥条件によっても効果の現れ方は異なっていた。土着VA
菌根菌の密度とイノキュラムポテンシャル,接種資材の施

用量,菌の作物への親和性.さ らにそれらに影響を与える

土壌環境要因について,検討していく必要があろう。
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長ネギにおけるVA菌根菌感染率と茎葉部新鮮重の
関係 (○対照、●接種区、矢印は接種による効果)
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